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のひとつである Streptococcus mutans (S. mutans)を標的とした免疫染
色を行って細菌侵入範囲を確認し、さらに青色光によって識別される範囲
の関連について比較検討した。加えて、免疫染色によって細菌侵入程度を








を C2 とした。これら A,B,C1,C2,D,E の各層に青色光を照射した際に得ら
れる励起蛍光スペクトルは、A,B,C1 層では赤を示す波長である 620nm と
680nmにピークを持つ特異的な蛍光スペクトルであった。一方、免疫染色
によって S. mutans の細菌侵入を可視化したところ、S. mutans の侵入は
C1 層に一致することがわかった。さらに、この試片の各層から採取した
歯質内の S. mutans 数を real time PCR 法によって算出したところ、B,C1
層の間に有意差は認められず、A層は B,C1層より有意に多い細菌を認め、
C2,D,E層では B,C1 層より有意に少ないことが明らかになった。(p<0.05: 
Kruskal-Wallis one way analysis)。 
波長約 405nm の青色光は先駆菌層と混濁層の境界を精密に検出するこ
とができたことから、青色光を用いた検査は細菌を残存させない非接触型
のう蝕罹患歯質認識方法として有効であると考えられた。 
